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研究成果の概要（和文）：本研究では、仕事理解の効率的・効果的な進め方を検討した。仕事を知らない児童・生徒・
学生も学校の委員会や部活、サークルなどで役割を持っており、責任を果たす経験を積んでいる。そうした経験を掘り
起こし意識化することで、「仕事とはどういうものか」「どういう仕事ぶりがいい仕事ぶりか」「自分はどういう仕事
をやりたいか」が意識されることが示唆された。一方で過去の振り返りをしても興味・関心が明確化しない学生も少な
くなく、役割体験やロールモデルを持つ支援、勇気づけも必要であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, the way of effective job understanding was considered.
The child and the student who don't know work also have the experience which has the role and fulfils its 
responsibility at school, for example club activities and so on.By digging experience up and making it 
more conscious, the students can consious "what is work?" or "what kind of work way is good work way?" 
"what kind of work would I like to do?".On the other hand even if looking in the past was done, some 
student cannot clarify his/her interest, so we should support his/her role experience, having roll 
models.

研究分野：キャリア教育、キャリア・カウンセリング

キーワード： キャリア教育　時間的展望　社会構成主義　ナラティブ
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１．研究開始当初の背景 
 本邦においては 1990 年代になってから特
に初等教育を中心にキャリア教育が発展・継
承されてきたが、高校・大学におけるキャリ
ア教育はそれに遅れてスタートしたという
事情がある。そうした中で、現段階では全般
的には「一貫したキャリア教育」が形成され
つつあるが、小中高大さらには企業それぞれ
における「仕事理解」（企業理解あるいは社
会理解）の理解が少しずつ異なる印象が持た
れていた。また、本邦の「仕事理解」支援に
ついては、特に「個々の仕事内容の紹介・理
解」「職業適性の理解」に偏っているという
課題があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究ではこれまで本邦のキャリア教育
ではあまり手が付けられていなかった「仕事
理解」の内容・方法について、当初段階では
小中高大・企業にわたって検討することを目
的とした。従来の本邦の「仕事理解」は「個々
の仕事内容の紹介・理解」「職業適性の理解」
に偏っているが、アメリカでは「働くことの
価値・必要性の明確化」「短期・長期のキャ
リア目標の明確化」など具体的・明確な指標
が用いられており、本邦でも内容の具体化・
明確化を図る必要があったからである。そこ
で本研究では、本邦で必要な「仕事理解」の
内容・方法について具体化・明確化すること
を目的とした。 
 研究の後半では、調査途中で欧米では社会
構成主義（ナラティブ）アプローチが盛んに
用いられていることを把握し、小中高大さら
には成人にも普遍的に用いることのできる
この社会構成主義を用いたキャリア教育、キ
ャリア・カウンセリングの効果や課題につい
て検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 各種文献調査と並行して、中学生・高校
生・大学生への質問紙調査、小学校・中学校・
高校・大学教員への質問紙調査等を行った。 
また研究後半では、研究途中で欧米では社
会構成主義（ナラティブ）アプローチが盛ん
に用いられていることを把握し、この社会構
成主義を用いたキャリア教育内容やキャリ
ア・カウンセリング技法を取り上げ、それら
技法の効果と課題を検証した。 
 
４．研究成果 
本研究では、小中高大を通じての「仕事理
解」の効率的・効果的な進め方を検討してき
たが、仕事を知らない児童・生徒・学生であ
っても、学校での委員会や部活、サークル、
学校生活や家庭生活などでは役割・分担を持
っており、その中で自分の責任を果たすとい
う経験を積んできている。即ち「仕事」理解
の前駆体ともなり得る「役割体験」「責任感」
の理解の基礎である。 
社会構成主義キャリア・カウンセリングを

踏まえて、そうした経験（役割体験や責任感）
を掘り起こし意識化することで、「仕事とは
どういうものか」「どういう仕事ぶりがいい
仕事ぶりか」「自分はどういう仕事をやりた
いか・やるべきか」ということが意識しやす
くなることが示唆された。その際、実際の過
去の経験の掘り起こしと並行して、社会構成
主義キャリア・カウンセリングで用いられる
質的キャリア・アセスメントを用いることで、
より効果的・効率的に仕事理解が進むことが
示唆された。一方で、過去の振り返りをして
も興味・関心が明確化せず自信が持てない学
生も少なくなく、役割体験の支援やロールモ
デルを持つ支援、学生への勇気づけも必要で
あることが示唆された。 
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